
４年１０月１日発行                                                                  第３７号  

 

 

題字：3学年生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県立いわき支援学校くぼた校   http://www.iwaki-sh-kubota.fｃs.ed.jp/   ☎0246‐65‐3155 

 

 

８月５日、第１０回特別支援学校作業技能大会が実施され、くぼた校は、２・３年生の８名がビルクリー

ニング部門、店舗販売部門（品出し）、パソコンデータ入力部門に出場し、どの生徒も練習以上の取り

組みを発表し、自己ベストとなる成績をおさめることができました。また作業製品の品評部門では、職業

（作業）で製作している「SDGｓなマスクケース」と「クラフトバッグ」を出品しました。手工芸製品部門で

クラフトバッグが最優秀品質賞を受賞しました。 

デュアルシステム型学習は、産業現場（企業）で教員の付き添いのもと、実践的な技術や技能を学ぶことを

目的として行っています。 

学習先は進路のニーズに基づいて選定しており、これまでご協力いただいていたマルトＳＣ窪田店、薬のマ

ルト健康の森窪田店、マルト管理本部、勿来ランドリーに加え、今年度からはデイサービス「はつらつ勿来」に

もご協力いただくことになりました。 

緊張感をもちながら少し難しい仕事に 

挑戦することで、生徒たちは達成感や働く 

喜びを感じています。 

生徒にとってこの学習は、将来就きたい 

仕事について、具体的に考えるきっかけに 

なっているようです。 

 

 店舗販売部門（品出し）  作業製品品評部門 

パソコンデータ入力部門  

ビルクリーニング部門 

店舗販売部門、ビルクリーニング部門 

 

 

http://www.iwaki-sh-kubota.f/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての画像等の著作権は、原則として福島県立いわき支援学校くぼた校に帰属します。 

公開している画像等の無断使用・複製・転載・販売・改変・印刷配布については固く禁止します。 

 

 

福島県地球温暖化防止推進員の方をお招きして、地球温暖化とゴミ分別について講義をして頂きました。

地球温暖化については、資料映像やクイズを織り交ぜた講義を聞き、ゴミ分別については、実際に分別の体験

をしました。生徒から、「地球温暖化は、大変なことだと思った。」「木を増やすことで、二酸化炭素が減ることが

分かった。」「水を出したままにして歯磨きをすると、ペットボトル６本分になることがわかった。」などの感想が

ありました。これからの取り組みについては、「ゴミを捨てるときには、マークを見て分けて捨てる、分別してゴミ

を減らす、電気をつけたままにしない。」など具体的な意見がでました。 

 

例年、地域や関係機関の方々にご案内申し上げ、くぼた校生徒の取

り組みをご覧いただいておりましたが、新型コロナウイルス感染防止の

観点から、一般公開を行わず、校内での開催【１０月２２日（土）】といた

します。なお、校内開催の様子は次回３８号にてお知らせいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日のくぼた校 

生徒の様子を毎日掲載してお

ります。いつもご覧いただき、あ

りがとうございます。 

くぼた地域貢献及びボランティア活動の推進を目指し、民間交番～関の子広場～で主催してい

る関の子ボランティア（勿来駅前清掃）に勿来高校の生徒と一緒に参加しています。普段から利用

している勿来駅トイレや駅周辺のごみ拾いを積極的に行いました。これからも地域の一員としていろ

いろな活動に積極的に参加していきます。 

☝アルミ缶とスチール缶の見分け方☝ 磁石につくのがスチール缶 


